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令和５年度の交通基盤部の工事等事故件数は、５月末現在、工事関係者の負傷等

６件（前年同期２件）発生しています。暑くなり始めの時期が、特に熱中症の発生

に注意が必要です。それぞれの現場で、工事関係者の体調管理に配慮し、安全に現

場作業を進めるようお願いします。 

 

 

 

厚生労働省『令和４年 職場における熱中症による死傷災害の発生状況 』より 

     

  厚生労働省の「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」が実施中です。 

令和５年５月１日から９月 30 日まで。 なお、令和５年７月を重点取組期間とする。 

令和５年度 建設工事等安全通信 

６月号 交通基盤部工事検査課 

※事故発生率（％）=事故件数（件）／工事・委託実施件数（件） 

STOP！熱中症 

事故関連データ 

A - p r e s s 
概 況 

▼ 約２割は重機移動時や資材置場など現場外で発生 

▼ 約２割は現場代理人不在時に発生 

【建設業における熱中症は】 
数も多いですが、そのうち死亡に至るケースが 

他業種と比べ、とても多いです。 

熱中症が 20 件起きると、そのうち 

1 人が亡くなっています！

 

慣れるまでは特に注意が必要です！入場後は無理をせず、 

1 週間程度かけて徐々に慣らしましょう。

― 対策例 ― 

WBGT 指数計、涼しい休憩所、飲料水、 

氷、塩飴、シャワー、ミスト、健康診断 

通気性の良い服装、こまめな休憩、など 

▼ 現時点で 10 事務所１課では工事事故発生ゼロ！ 
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R4 架空線事故の発生状況 

▼ ほとんどの事故がバックホウによるもの 

▼ 半数の事故が事前に対策していなかった 

作業機種 
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R4 事故発生時の状況 

熱中症 



  

 

 

  

A- Press について 

 

『A』は、ずばり安全（Anzen）の A 

『A』は、アルファベットの最初の文字 

 

工事等に当たり、安全は最も優先されます。 

安全意識の向上と情報共有のために、工事等の受発注者に毎

月発信していきます。 

 

 

【令和 5 年 5 月の工事等事故】 

１ 道路支障木の枝の伐採作業中の手の負傷事故 

２ 道路支障木の枝の伐採作業中の架空線損傷事故 

３ 運搬車両が道路構造物と接触した物損事故 

４ 現場でトラック荷台から降ろす際に、バックホウが滑って転倒した事故 


